
こ
と
で
、
メ
ー
カ
ー
を
視
察
し
、

栗
山
町
に
あ
っ
た
ご
み
処
理
方
式

の
た
め
に
5
年
以
上
の
年
月
を
重

ね
、
試
験
・
改
良
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
を
見
れ
ば
、
失
敗
だ
っ
た
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
今
後

の
ご
み
処
理
方
針
を
検
討
す
る
う

え
で
、
総
合
的
に
判
断
し
、
炭
化

処
理
は
廃
止
し
、
共
同
に
よ
る
焼

却
処
理
に
向
け
、
協
議
を
開
始
し

た
い
と
方
針
を
変
更
い
た
し
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

契
約
で
は
、
2
年
間
の
保
証

期
間
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
故
障
内
容
は
、
消
耗
品
の
一
部

で
あ
り
、
構
造
上
の
問
題
で
は
無

い
こ
と
か
ら
メ
ー
カ
ー
へ
の
責
任

追
及
は
行
い
ま
せ
ん
。

栗
山
町
以
外
の
導
入
実
績
は

あ
り
ま
せ
ん
。

炭
化
炉
の
操
作
に
つ
き
ま
し

て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い

行
っ
て
お
り
、
清
掃
お
よ
び
点
検

な
ど
に
つ
き
ま
し
て
も
、
怠
る
こ

と
な
く
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

北
海
道
よ
り
２
９
２
０
万
円

の
補
助
金
を
受
け
て
お
り
、

現
在
、
道
と
協
議
を
進
め
炭
化
炉

に
該
当
す
る
補
助
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
一
部
返
還
の
予
定
で
す
。

な
お
、
建
屋
は
引
き
続
き
ご
み
処

理
施
設
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

今
後
、
町
外
へ
の
処
理
委
託

な
ど
が
確
定
し
た
う
え
で
、

埋
立
量
の
推
計
を
再
度
行
い
、
最

終
処
分
場
の
使
用
期
限
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

長
期
的
か
つ
安
定
的
な
観
点

に
よ
り
、
各
施
設
の
コ
ス
ト

比
較
を
行
い
、
広
域
加
入
す
べ
き

と
判
断
し
ま
し
た
。
今
後
、
町
民

負
担
に
つ
い
て
は
広
報
な
ど
で
周

知
し
ま
す
。

桜
山
地
区
の
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
稼
働
を

開
始
し
た
堆
肥
化
施
設
も
10
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
機
器
の
更
新
時

期
を
迎
え
、施
設
本
体
を
は
じ
め
、

機
械
類
な
ど
の
修
繕
を
重
ね
使
用

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
ま
で
以
上

に
多
額
の
修
繕
費
が
か
か
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
と
、
臭

い
の
問
題
で
こ
れ
以
上
地
域
の
皆

さ
ん
に
ご
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
判
断
し
、
広
域
焼
却

開
始
と
合
わ
せ
廃
止
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

最
終
処
分
場
の
延
命
化
策
と
し

て
、
平
成
23
年
4
月
に
導
入
し
た

炭
化
処
理
施
設
の
廃
止
に
伴
い
、

そ
の
故
障
原
因
と
今
後
に
お
け
る

ご
み
処
理
方
針
の
見
直
し
に
つ
い

て
、町
民
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。　

脱
焼
却
か
ら
共
同
に
よ
る
焼
却

処
理
へ
の
方
針
転
換
と
あ
っ
て
、

各
会
場
で
は
多
く
の
町
民
皆
さ
ん

の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の

概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

炭
化
ボ
ッ
ク
ス
（
窯
）
内
の

温
度
上
昇
に
よ
り
、
扉
周
り

を
冷
却
す
る
冷
却
配
管
が
劣
化
し

た
た
め
、
溶
接
部
分
の
亀
裂
や
穴

あ
き
が
発
生
し
、
冷
却
水
の
漏
水

が
発
生
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
高

温
に
よ
る
燃
焼
及
び
冷
却
の
繰
り

返
し
に
よ
り
、
炭
化
ボ
ッ
ク
ス

（
窯
）
の
鉄
板
全
体
に
へ
こ
み
や

変
形
が
多
数
発
生
し
た
こ
と
が
原

因
で
す
。

部
分
修
理
は
困
難
で
あ
り
ま

す
が
、炭
化
ボ
ッ
ク
ス
（
窯
）

全
体
の
交
換
に
よ
り
、
再
度
使
用

は
可
能
と
な
り
ま
す
。

炭
化
ボ
ッ
ク
ス
（
窯
）
の
交

換
は
、
消
耗
品
の
一
部
と
し

て
、
予
定
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
導
入
時
に
比
べ
灯
油
代
が
約

2
倍
に
な
っ
た
こ
と
、
安
全
操
業

の
た
め
点
検
日
数
の
増
加
に
よ

り
、
稼
働
日
数
が
減
少
し
炭
化
処

理
量
が
当
初
予
定
し
て
い
た
処
理

量
を
見
込
め
な
い
こ
と
な
ど
、
将

来
を
見
据
え
た
結
果
、
今
回
の
故

障
を
機
に
、
栗
山
町
の
ご
み
処
理

方
法
を
総
合
的
に
検
討
い
た
し
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
苦
渋
の
決
断
で
あ

り
ま
し
た
が
、
炭
化
処
理
施
設
を

廃
止
し
、
共
同
で
焼
却
す
る
広
域

組
合
へ
の
加
入
に
向
け
て
、
ご
み

処
理
方
針
の
変
更
を
行
い
ま
し

た
。

今
後
は
、
広
域
処
理
組
合
（
道

央
廃
棄
物
処
理
組
合
）
構
成
市
町

で
あ
り
ま
す
千
歳
市
、北
広
島
市
、

長
沼
町
、
南
幌
町
、
由
仁
町
お
よ

び
各
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
な
お
、
広
域
組
合
で

は
平
成
36
年
4
月
焼
却
開
始
を
目

標
に
現
在
調
査
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
11
月
、
共
同
に
よ
る
焼

却
処
理
を
目
的
と
す
る
一
部

事
務
組
合
に
は
、
本
町
は
炭
化
処

理
を
続
け
る
た
め
、
組
合
に
は
加

入
し
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
組
合
に
お
け
る
最

終
処
分
場
を
建
設
す
る
際
に
は
、

あ
ら
た
め
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
、
構
成
市
町
へ
申
し
入
れ

を
行
い
、
引
き
続
き
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
と
し
て
了
承
を
得
て
い

ま
し
た
。

こ
の
度
の
処
理
方
針
の
変
更
に

よ
り
、
本
町
が
加
入
と
な
る
際
に

は
、
全
て
の
構
成
市
町
の
議
会
承

認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
、

加
入
協
議
の
申
し
入
れ
を
正
式
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。

衣
類
お
よ
び
タ
オ
ル
類
は
他

の
ご
み
と
混
ぜ
な
い
で
！

回
収
さ
れ
た
衣
類
（
古
着

類
）・
タ
オ
ル
類
は
工
業
用
雑

巾
と
し
て
、
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。衣

類
・
タ
オ
ル
類
を
出
す
際

は
、
他
の
ご
み
（
紙
お
む
つ
や

紙
く
ず
な
ど
）
と
混
ぜ
ず
に
、

「
炭
に
で
き
る
ご
み
袋
」
に
て

出
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
衣
類

の
ボ
タ
ン
・
フ
ァ
ス
ナ
ー
は
つ

け
た
ま
ま
で
構
い
ま
せ
ん
が
、

洗
濯
を
し
た
き
れ
い
な
状
態
で

出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

衣
類
・
タ
オ
ル
類
の
分
別
の
お
願
い

炭化処理施設事業費と財源内訳
建 屋 1 億 2,054 万円
炭 化 炉 1 億    867 万円
監理委託費 997 万円
実 施 設 計 571 万円

合　計 2 億 4,489 万円
【財源内訳】

　　　起    　債       1 億 7,930 万円
　　　道補助金　　       2,920 万円
　　　一般財源          　 3,639 万円

今
す
ぐ
に
分
別
方
法
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
現
在
の
分
別
方

法
の
と
お
り
、
資
源
分
別
に
ご
協

力
願
い
ま
す
。
な
お
、
今
後
加
入

予
定
の
広
域
処
理
組
合
の
分
別
方

針
が
決
定
次
第
、
本
町
の
分
別
方

法
の
見
直
し
を
行
い
、各
町
内
会
・

自
治
会
ご
と
に
説
明
会
を
実
施
し

ま
す
。昨

年
よ
り
、
こ
れ
ま
で
使
用

し
て
い
た
中
国
製
の
袋
か

ら
、
日
本
製
の
袋
に
変
更
し
、
よ

り
溶
け
や
す
い
素
材
に
変
更
し
た

こ
と
か
ら
、
連
日
、
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
生
ご
み
の
袋
に

つ
い
て
は
、
町
民
モ
ニ
タ
ー
の
意

見
を
基
に
、
来
年
5
月
ご
ろ
よ
り

厚
さ
の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
炭
に
で
き
な
い
袋
に

つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
よ
り

強
度
の
あ
る
素
材
に
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

3
年
半
と
い
う
短
い
期
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
全
国
初

の
方
法
に
よ
る
炭
化
処
理
と
い
う

こ
の
度
の
炭
化
処
理
施
設
廃

止
の
責
任
問
題
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
、
議
会
と
も
し
っ
か

り
論
議
を
行
っ
た
う
え
で
、
対
応

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
の
町
長
の
決
断
は
止
む
を

得
な
い
と
思
っ
て
い
る
町
民
の
一

人
。
今
回
は
様
々
な
見
方
が
あ
っ

て
当
然
の
こ
と
。自
分
と
し
て
は
、

以
前
よ
り
長
沼
町
の
広
域
組
合
に

入
れ
て
も
ら
う
方
が
良
い
の
で
は

と
思
っ
て
い
た
。
3
年
半
で
の
炭

化
炉
廃
止
に
つ
い
て
、
色
々
と
意

見
が
出
る
の
も
理
解
し
て
い
る
。

町
長
も
起
債
償
還
が
始
ま
っ
て
間

も
な
い
中
で
の
決
断
は
、
本
当
に

苦
渋
の
決
断
だ
と
思
う
。
今
後
は

若
者
の
将
来
へ
向
け
て
、
前
向
き

に
町
長
を
応
援
し
て
い
く
気
持
ち

で
も
良
い
の
で
は
と
私
は
思
う
。

こ
れ
か
ら
は

共
同
に
よ
る
焼
却
処
理
へ

ご
み
処
理
方
針
変
更
説
明
会

Ｑ
炭
化
施
設
の
故
障
原
因
は
？

Ａ

Ｑ
修
理
し
て
使
え
な
い
の
か
？

ＡＱ
な
ぜ
修
理
し
て
使
わ
な
い
の
か
？

元
々
交
換
を
予
定
し
て
い
た
の
で
は
？

Ａ

Ｑ

昨
年
、
不
参
加
を
表
明
し
た
広

域
組
合
に
加
入
で
き
る
の
か
？

Ａ

Ｑ

ご
み
の
分
別
方
法
は
変
わ
る

の
か
？

ＡＱ
た
っ
た
３
年
半
の
使
用
。
そ

も
そ
も
不
良
品
で
は
な
い
の

か
？
導
入
時
の
設
計
ミ
ス
、

構
造
上
の
問
題
は
無
か
っ
た

の
か
？

Ａ

Ｑ
メ
ー
カ
ー
側
の
責
任
追
及
は
？

Ａ

Ｑ
炭
化
炉
の
日
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
？

Ａ Ｑ
こ
の
３
年
間
で
栗
山
町
以
外
の

導
入
実
績
は
？

ＡＱ
補
助
金
の
返
還
額
は
？

Ａ

Ｑ
最
終
処
分
場
の
使
用
期
限
に
つ
い

て
、
デ
ー
タ
を
基
に
明
確
に
す
べ
き

ＡＱ
広
域
組
合
加
入
後
の
町
民
負
担
は

増
え
る
の
か
？

ＡＱ
な
ぜ
、
堆
肥
化
施
設
ま
で
廃
止
に

な
っ
て
し
ま
う
の
か
？

Ａ

Ｑ
大
切
な
町
民
の
税
金
で
導
入
。
見

通
し
が
甘
す
ぎ
る
。町
の
責
任
は
？

Ａ意
見

Ｑ

生
ご
み
の
袋
が
破
れ
や
す
い
。

何
と
か
な
ら
な
い
の
か
？

Ａ

【問い合わせ】　環境政策課環境政策グループ　☎ 73-7511

ごみ処理方針を変更
町民説明会を開催

町民の皆さんから貴重なご意見をいただきました
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【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎ 73-7503

　

本
町
の
比
率
は
依
然
と
し
て
全

道
の
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
景

気
低
迷
に
よ
る
税
収
の
減
や
、
地

方
交
付
税
の
伸
び
が
期
待
で
き
な

い
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
行
財
政
改
革
の
指
針
で

あ
る
「
が
ん
ば
る
栗
山
プ
ラ
ン

21
」
の
推
進
に
よ
り
、
計
画
的
か

つ
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
か
ら
見
る

平
成
25
年
度
の
財
政
状
況

実質公債費比率 将来負担比率
H25 年度 H24 年度 全道の順位 H25 年度 H24 年度 全道の順位

岩見沢市 10.6％ 12.0％ 97 位 41.7％ 43.4％ 81 位

由 仁 町 17.6％ 19.8％ 9 位 154.7％ 152.2％ 5 位

長 沼 町 14.9％ 16.6％ 27 位 94.1％ 108.7％ 31 位

南 幌 町 15.8％ 17.7％ 20 位 89.3％ 85.4％ 37 位

栗 山 町 18.6％ 18.9％ 4 位 93.7％ 90.4％ 32 位

②早期健全化基準、経営健全化基準

①健全基準

③財政再生基準
　財政状況が悪化し、「早期（経営）健
全化基準」に区分された場合は、財政（経
営）健全化計画を策定し、自主的
な努力により財政（経営）再建を
図ることになります。

　早期健全化基準よりもさらに状況が悪化し、自主的な建て直し
ができないと判断される「財政再生基準」に区分された場合は、
財政再生計画を策定し、国や道の関与のもと財政再建を図ること
になります。町が単独で行っている施策や公共事業の削減など、
行財政運営全ての面で厳しい制限が加えられることになります。

　地方公共団体の財政破たんを未然に防ぐために設け
られた指標で、町の会計のほか、土地開発公社や町が
加入している一部事務組合などを含めた、まち全体の
財政状況を明確にしたものです。健全化判断比率とし
て「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「実質公債費
比率」「将来負担比率」の４項目の指標と、公営企業の
財政状況を把握する「資金不足比率」の公表が義務付
けられています。それぞれの指標から、財政の健全度
を「①健全基準」「②早期（経営）健全化基準」「③財
政再生基準」の 3 段階で表します。

「健全化判断比率」と
「資金不足比率」とは？

決
算

　

今
月
号
で
は
、
平
成
25
年
度
の

決
算
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
た
「
健

全
化
判
断
比
率
」
と
「
資
金
不
足

比
率
」
の
指
標
か
ら
見
る
、
ま
ち

の
財
政
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　　

平
成
25
年
度
決
算
に
お
け
る
財

政
状
況
を
健
全
化
判
断
比
率
で
見

る
と
、
各
比
率
の
算
定
結
果
が
示

す
と
お
り
本
町
の
数
値
は
「
健
全

基
準
」
に
あ
り
ま
す
。（
左
記
の

表
②
を
参
照
）

　

ま
ち
の
収
入
に
対
す
る
借
金
返

済
の
割
合
を
表
す
「
実
質
公
債
費

比
率
」
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

０
・
３
ポ
イ
ン
ト
減
の
18
・
6
％
、

将
来
の
負
担
が
見
込
ま
れ
る
負
債

の
割
合
を
示
す「
将
来
負
担
比
率
」

に
つ
い
て
は
、
３
・
３
ポ
イ
ン
ト

増
の
93
・
７
％
に
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
の
算
定
結
果
は
？

項　　　　　目 平成 25 年度の比率は？

実質赤字比率
普通会計における赤字額が、標準財政規模に対して、

どのくらいの割合であるかを示す指標です。年間の赤
字額の割合が大きいほど、財政運営が深刻化している
ことを表します。

連結実質赤字比率
特別会計を含む全会計における赤字額が、標準財政

規模に対して、どのくらいの割合であるかを示す指標
です。年間の赤字額の割合が大きいほど、財政運営が
深刻化していることを表します。

実質公債費比率
実質的な借金返済額が、標準財政規模に対して、ど

のくらいの割合であるかを示す指標です。借金の返済
額の割合が大きいほど、資金繰りが悪化していること
を表します。本町では、その年の借金返済額が年収の
18.6％を占めていることを示しています。

将来負担比率
今後負担する実質的な負債額が、標準財政規模に対

して、どのくらいの割合であるかを示す指標です。将
来の負担が見込まれる負債の割合が大きいほど、将来、
財政を圧迫する可能性が高いことを表します。本町で
は、今後返済しなければならない借金総額が、その年
の年収の 0.9 倍あるということを示しています。

資金不足比率
各公営企業会計（水道事業、下水道事業）における

資金不足額が、料金収入などの事業規模に対して、ど
のくらいの割合であるかを示す指標です。

数値が大きいほど、経営が深刻化していることを表
します。

※連結実質赤字が発生している道内市町村：３団体

健  全  基  準 早期健全化基準 財政再生基準

10％ 15％ 20％ 30％

10％ 20％ 30％ 40％

●　栗山町 18.6％  （前年 18.9％）

●　全道平均 10.0％（前年 10.7％）

健  全  基  準 早期健全化基準 財政再生基準

15％ 25％ 35％ 40％

●　全道平均 65.9％（前年 75.1％）

健  全  基  準 早期健全化基準

50％ 200％ 350％ 400％

※財政再生基準以上の道内市町村：1 団体

※早期健全化基準以上の道内市町村：1 団体

表② 健全化判断比率と資金不足比率の算定結果　●栗山町の数値　●全道平均の数値

栗山町は赤字額が無いため該当していません

※実質赤字額が発生している道内市町村：0 団体

健  全  基  準 早期健全化基準 財政再生基準

栗山町は資金不足が無いため該当していません

※経営健全化基準以上の道内市町村：２団体

健  全  基  準

10％ 20％ 30％ 40％

経営健全化基準

栗山町は赤字額が無いため該当していません

●　栗山町 93.7％ （前年 90.4％）

【
普
通
会
計
と
は
？
】

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況

を
統
一
基
準
で
比
較
す
る
た
め

の
会
計
区
分
。
本
町
の
場
合
は

一
般
会
計
と
北
海
道
介
護
福
祉

学
校
特
別
会
計
を
合
算
し
た
も

の
。

【
標
準
財
政
規
模
と
は
？
】

　

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
使

途
の
特
定
さ
れ
て
い
な
い
一

般
財
源
の
額
の
大
き
さ
を
全
国

統
一
の
基
準
に
よ
り
算
出
し
た

額
。
本
町
の
平
成
25
年
度
の
規

模
は
48
億
１
０
２
０
万
円
。

表①

近隣の
状　況

全道１７９市町村中
４位  （前年度 ６位）

全道１７９市町村中
32 位  （前年度 42 位）
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瑞
宝
単
光
章

受

章

平
成
11
年
よ
り
15
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、

栗
山
町
議
会
議
員
と
し
て
町
政
の
発
展
、
振
興

に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
平
成
18
年
に
は
全
国
で

初
め
て
の
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
全

国
地
方
議
会
の
改
革
お
よ
び
活
性
化
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

自  

治  

功  

労  

者

重山　雅世さん
（松風３丁目：70 歳）

平
成
６
年
よ
り
20
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、

栗
山
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
本
町

の
福
祉
行
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
栗
山
商
工
会
議
所
専
務
理
事
と
し
て
商

工
業
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

福  

祉  

功  

労  

者

丸山　紘司さん
（中央４丁目：70 歳）

平
成
元
年
よ
り
25
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、

栗
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
卓
越
し
た

知
識
と
豊
富
な
経
験
を
も
と
に
、
本
町
の
社
会

教
育
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

教  

育  

功  

労  

者

永池　英彦さん
（湯地：60 歳）

昭
和
54
年
よ
り
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
栗
山

町
議
会
議
員
と
し
て
、
町
政
の
発
展
、
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
、
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

自  

治  

功  

労  

者

藤柳　乙二さん
（中里：88 歳）

町
政
功
労
者
表
彰

平
成
26
年
度ま

ち
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た
た
え
る
町
政
功

労
表
彰
式
が
11
月
13
日
ホ
テ
ル
パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ル
ズ
で
行
わ

れ
、
3
分
野
4
人
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
貢
献
者
表
彰

秋
の
叙
勲
で
山
崎
武
さ
ん
が

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し

た
。
山
崎
さ
ん
は
昭
和
49
年
に

商
業
統
計
調
査
員
と
し
て
任
命

以
来
、
国
勢
調
査
や
工
業
統
計

な
ど
数
々
の
統
計
調
査
員
と
し

て
、
調
査
の
円
滑
な
実
施
と
精

度
の
高
い
調
査
結
果
の
確
保
に

努
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
61
年
よ
り
交
通

安
全
推
進
員
と
し
て
13
年
間
活

躍
し
、
地
域
の
交
通
安
全
推
進

に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
章
と
な

り
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
活

動
な
ど
を
実
践
さ
れ
て
き
た
方

を
表
彰
す
る
「
平
成
26
年
度
社

会
福
祉
貢
献
者
表
彰
式
」（
主

催 

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
：

橘
一
也
会
長
）
が
11
月
9
日
、

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ⅰ
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
橘
会
長

か
ら
7
人
の
方
に
表
彰
状
を
、

ま
た
、
同
協
議
会
へ
高
額
寄
付

を
さ
れ
た
9
人
へ
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。橘
会
長
は「
少

子
高
齢
化
社
会
を
乗
り
切
る
た

め
に
は
地
域
福
祉
力
の
向
上
が

必
要
で
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
社
会
福
祉
功
労
表
彰
】

市
川　

耕
一
さ
ん

黒
河　

英
子
さ
ん

佐
藤　

倶
子
さ
ん

今
井　

良
子
さ
ん

村
上　

美
佳
さ
ん 

【
優
良
施
設
職
員
表
彰
】

串
下　

亮
介
さ
ん

川
島　

武
志
さ
ん

【
感
謝
状
】

村
岡　

栄
子
さ
ん

有
限
会
社 

北
都 

中
添
春
義
さ
ん

青
山　

茂
さ
ん

早
坂　

悦
子
さ
ん

飯
尾　

憲
男
さ
ん

田
中　

正
夫
さ
ん

田
森　

孝
一
さ
ん

角
田　

伸
慶
さ
ん

谷
口　

温
松
さ
ん

火
災
予
防
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル

小
学
１
～
２
年
生
を
対
象
に

し
た
火
災
予
防
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
今
年
度
は
近
隣
４
町
の

小
学
校
９
校
か
ら
計
45
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
町
内
か
ら

は
、
栗
山
小
学
校
１
年
の
日
野

真ま

り

あ
莉
愛
さ
ん
、
角
田
小
学
校
１

年
の
廣
岡
桜さ

く
ら花

さ
ん
の
作
品

が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
各
小
学
校
の
校
長

室
で
行
わ
れ
た
表
彰
伝
達
式

で
、
南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

の
板
東
晴
彦
消
防
署
長
か
ら
、

表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

角田小学校 1 年　廣岡桜
さ く ら

花さん 栗山小学校 1 年　日野真
ま り あ

莉愛さん

カルチャープラザ「Eki」で開催された作品展
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育
児
休
業
中
も
保
育
園

に
通
わ
せ
て
ほ
し
い

　

保
育
園
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
中
も
子
ど

も
が
通
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　

今
は
年
長
児
だ
け
は
通
え
る
よ
う
だ
が
、

幼
稚
園
３
年
保
育
が
主
流
の
今
、
年
少
児
以

上
は
下
の
子
の
育
児
休
暇
中
も
通
園
さ
せ
た

い
。（
30
代
女
性
）

制
度
変
更
に
よ
り　
　

認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も

　

現
在
は
「
保
育
に
欠
け
る
」
場
合
に
入
園

を
認
め
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
子

ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
制
度
改
正
に
よ
り
、

「
保
育
の
必
要
性
」
が
あ
れ
ば
、
保
育
園
に

通
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
育
児
休
業
取
得

時
に
、
す
で
に
保
育
を
利
用
し
て
い
る
子
ど

も
が
い
て
、
子
ど
も
の
発
達
上
、
環
境
を
変

え
る
こ
と
が
望
ま
し
く
な
い
場
合
や
、
保
護

者
の
健
康
状
態
な
ど
を
考
慮
し
、
認
め
る
予

定
で
す
。

南
空
知
消
防
組
合
の　

広
域
化
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
十
勝
１
市
18
町
村
が

「
十
勝
圏
広
域
消
防
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す

る
よ
う
で
す
が
、
南
空
知
消
防
組
合
が
将
来

広
域
化
す
る
構
想
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

（
60
代
男
性
）

現
在
５
消
防
本
部
で
広

域
化
に
向
け
て
検
討
中

　

国
で
は
、
平
成
18
年
に
管
轄
人
口
で
お
お

む
ね
30
万
人
を
一
つ
の
規
模
と
す
る
消
防
広

域
化
に
向
け
て
の
指
針
を
示
し
、
道
も
夕
張

市
、
美
唄
市
、
三
笠
市
、
岩
見
沢
地
区
消
防

事
務
組
合
、
南
空
知
消
防
組
合
に
よ
る
「
南

空
知
」
を
望
ま
し
い
組
み
合
わ
せ
と
し
て
の

提
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
初
動
体
制

の
強
化
や
効
果
的
な
人
員
配
置
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る
一
方
、
複
数
の
市
町

か
ら
構
成
さ
れ
る
た
め
、
広
大
な
管
轄
面
積

が
運
営
上
の
課
題
と
な
る
な
ど
、
十
分
な
調

整
と
議
論
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

関
係
機
関
に
よ
る
検
討
が
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
具
体
的
な
結
論
は
で
て
い
ま
せ
ん
。

消
防
職
員
の
処
遇
や
諸
経
費
、
ま
た
各
市
町

の
財
政
な
ど
も
十
分
考
慮
し
、
今
後
も
５
消

防
本
部
で
広
域
化
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま

す
。

栗
山
公
園
内
の
動
物
園

整
備
が
素
晴
ら
し
い

　

栗
山
公
園
内
の
動
物
園
は
こ
こ
数
年
で
非

常
に
き
れ
い
に
見
や
す
く
整
備
さ
れ
て
い
て

素
晴
ら
し
い
。
飼
育
員
の
方
も
親
切
で
、
動

物
た
ち
も
生
き
生
き
し
て
見
え
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
き
れ
い
に
維
持
し
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。（
30
代
女
性
）

　　

な
か
よ
し
動
物
園
は
栗
山
公
園
指
定
管
理

者
「
た
か
は
し
ダ
リ
ア
」
に
よ
っ
て
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
清
潔
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

大
人
気
の
エ
サ
や
り
イ
ベ
ン
ト
「
パ
ク
パ
ク

タ
イ
ム
」
な
ど
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽

し
め
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン

の
開
業

　

町
内
に
は
お
い
し
い
農
産
物
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
く
り
や
ま
か
ま
ど
帖
」
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
品
々
を
使
っ
た

お
い
し
そ
う
な
料
理
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　　

そ
こ
で
町
内
の
農
産
物
や
肉
を
使
っ
た
お

い
し
い
料
理
を
出
す
レ
ス
ト
ラ
ン
を
作
っ
て

み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
手
始
め
に
役
場
内
の
一
室
で
「
職

員
レ
ス
ト
ラ
ン
」
と
し
て
開
業
し
試
行
し
ま

す
。
良
け
れ
ば
一
般
の
人
た
ち
に
も
利
用
し

て
も
ら
い
、
人
気
の
あ
る
レ
シ
ピ
は
町
内
の

お
店
に
提
供
し
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広
く
認
知
さ
れ
れ
ば
、
町
外
か
ら
来
て
く
れ

る
人
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

栗
山
高
校
の
生
徒
さ
ん
な
ど
も
加
わ
っ
て

も
ら
う
と
、
ア
イ
デ
ィ
ア
が
湧
い
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　

お
い
し
く
、
ま
た
来
た
く
な
る
レ
ス
ト
ラ

ン
作
り
は
ど
う
で
し
ょ
う
。（
60
代
男
性
）

ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て

　

ゴ
ミ
袋
で
、
プ
ラ
ご
み
、
資
源
物
に
15
～

20
リ
ッ
ト
ル
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
ほ
し
い
。

　

市
販
の
分
別
ゴ
ミ
袋
を
使
っ
て
い
る
と
35

リ
ッ
ト
ル
は
ち
ょ
っ
と
大
き
い
の
で
。

（
30
代
男
性
）

多
様
な
世
帯
構
成
に　

対
応
で
き
る
よ
う
検
討

　

ゴ
ミ
袋
の
大
き
さ
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
も

う
少
し
大
き
な
袋
が
欲
し
い
」
逆
に
「
小
さ

な
袋
が
欲
し
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
ふ
ま
え
、
多

様
な
世
帯
構
成
に
対
応
で
き
る
も
の
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

第
６
次
総
合
計
画
で　

開
業
支
援
制
度
を
検
討

　

ご
意
見
の
と
お
り
、
本
町
で
は
多
品
目
に

わ
た
る
農
産
物
が
収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
販
売
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

農
家
の
直
売
所
な
ど
が
主
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
役
場
内
で
の
レ
ス
ト
ラ

ン
開
業
に
つ
い
て
の
計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
来
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
「
第
６
次

総
合
計
画
」
で
は
、
地
産
地
消
を
主
と
し
た

「
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
」
の
開
業
を
目
指

す
方
へ
の
支
援
制
度
な
ど
も
盛
り
込
ん
で
い

く
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

く

■あなたの声を しっかりキャッチ！
　　1 枚のハガキが 明日のくりやまを変える！

り まや
スイボチッャキ

【お問い合わせ】　広報・防災・情報グループ　☎� 7501

町内には保育園が 2 園あり、

197 人の子どもたちが通って

います。（11 月 15 日現在）

たくさんの家族連れで

賑わうなかよし動物園

（現在は冬季休業中）

皆さまからのご意見お待ちしています！

２カ月に一度広報に折り込まれ

る専用ハガキを切り取ってご利

用ください。

必要事項を記入してポストに投

函してください。（切手不要）

①広報折り込みの専用ハガキで！

ハガキをそのまま、またはお好

きな用紙に必要事項を記入し

て、『72-3179』 に 送 信 し て く

ださい。

②ＦＡＸで！

下記アドレスから
https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/

EntryForm?id=SfQnm4ig

または町ホームページトップ画

面の注目情報（画面右側）から

専用フォームにアクセス

③ホームページ専用フォームで！

『くりやまかまど帖』
農家のお嫁さんが作成

した町内産食材レシピ集

栗山産の農産物には町外のファンも多く、
８月に開催されたブランド玉ねぎ「さらさ
らレッド」の畑ミーティングには、札幌市
など都市部からの参加者が目立ちました。

プラスチック類（青の指定ごみ袋）と缶・
びん・ペットボトル（赤の指定ごみ袋）は、
小サイズが 35 リットル、大サイズが 50
リットルとなっています。
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節
電
の
お
願
い

北
海
道
電
力
の
今
冬
の
需
給
予

測
で
は
、
で
き
る
限
り
の
対
策
を

行
う
こ
と
で
、
最
も
厳
し
い
需
給

状
況
と
な
る
2
月
で
も
昨
冬
を
上

回
る
６
２
０
万
㌗
の
供
給
力
を
確

保
で
き
る
見
通
し
で
す
。

一
方
、最
大
電
力
に
つ
い
て
は
、

５
５
７
万
㌗
と
の
想
定
で
、
最
低

限
必
要
な
供
給
予
備
率
3
％
以
上

を
確
保
で
き
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
発
電
設
備
の
故
障
な
ど
に
よ

る
計
画
外
停
止
な
ど
、
冬
の
北
海

道
に
お
い
て
は
予
定
外
の
電
力
不

足
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
電
力
不
足
に
備
え
る

た
め
、
引
き
続
き
節
電
に
ご
協
力

願
い
ま
す
。

■
期　

間

　

平
成
26
年
12
月
1
日
～

平
成
27
年
3
月
31
日

※
た
だ
し
、
12
月
29
日
か
ら
1
月

2
日
の
4
日
間
は
除
く

■
時　

間

　

平
日
午
前
8
時
～
午
後
9
時
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
環
境
政
策
課
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
１

冬
の
暴
力
追
放
運
動

『
冬
の
暴
力
追
放
運
動
』
は
、

暴
力
団
の
根
絶
に
よ
り
暴
力
の
な

い
明
る
く
安
全
・
安
心
な
北
海
道

の
実
現
を
目
指
し
、
道
民
運
動
と

し
て
実
施
し
ま
す
。

◎
実
施
期
間

平
成
26
年
12
月
15
日
㈪
～

平
成
27
年
１
月
14
日
㈬

道
内
の
暴
力
団
は
、
警
察
の
厳

し
い
取
り
締
ま
り
、
北
海
道
暴
力

団
排
除
条
例
の
施
行
、
暴
力
団
排

除
気
運
の
高
ま
り
に
よ
り
、
社
会

か
ら
孤
立
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
方
で
組
織
の
維
持
・
拡
大
の

た
め
組
織
の
系
列
化
を
図
り
、
巧

み
に
資
金
獲
得
活
動
を
潜
在
化
さ

せ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
北
海
道
で
は
学
校

の
冬
休
み
期
間
中
を
暴
力
追
放
の

強
化
月
間
に
設
定
し
、
青
少
年
を

犯
罪
や
非
行
か
ら
守
り
、
暴
力
団

の
資
金
源
を
絶
つ
た
め
、
関
係
機

関
が
実
施
す
る
取
り
締
ま
り
や
各

種
活
動
と
連
動
さ
せ
た
暴
力
追
放

の
道
民
運
動
を
道
内
全
域
に
お
い

て
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
街
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境

暴
力
団
を「
利
用
し
な
い
」、「
恐

れ
な
い
」、
暴
力
団
に
「
お
金
を

出
さ
な
い
」、
暴
力
団
と
「
交
際

し
な
い
」
の｢

４
な
い
運
動｣

を

展
開
し
ま
す
。

■
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
次
の
こ

と
に
注
意
し
、
見
た
り
、
聞
い

た
り
し
た
ら
最
寄
り
の
警
察
に

通
報
し
ま
し
ょ
う
。

○
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
や
督
促

は
、
相
手
方
に
電
話
で
確
認
せ

ず
家
族
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
親
族
を
装
っ
た
電
話
に
よ
る
振

り
込
め
依
頼
に
つ
い
て
は
、
家

族
に
確
認
し
、
す
ぐ
に
お
金
を

振
り
込
む
こ
と
の
無
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
た
り
、
見

た
り
、
聞
い
た
り
し
た
と
き
や

少
年
の
非
行
を
見
た
り
、
聞
い

た
り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
警

察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

○
暴
力
団
の
た
ま
り
場
な
ど
へ
の

集
合
や
暴
走
行
為
を
見
た
り
、

聞
い
た
り
し
た
と
き
は
、
警
察

に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
住
民
生
活
課
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
０

㉟

まちづくり懇談会を
開催します！

” ふるさとくりやま „ の現在のことや未来のことなど、町民皆さんと身
近に語り合う【まちづくり懇談会】を開催します。
多くの町民皆さんの参加をお待ちしています。

■ まちづくり懇談会開催日程表
期　日 時 間 会　場 

12 月 4 日木 18:30 ～ 南部公民館

12 月 8 日月 18:30 ～ カルチャープラザ「Eki」

12 月 9 日火 18:30 ～ 角田農村環境改善センター

ファン感謝デー栗さんからの栗さんからの

ファン感謝デー in
くりやま

今年も、北海道日本ハムファイターズの栗山英樹監督によるスペ
シャルイベントが開催されます。

【栗山監督とのふれあいトーク】や【質問タイム】、【栗さん抽選会】
など盛りだくさんの内容です。栗山監督から一足早いクリスマス
プレゼントとなる楽しいイベントに多くの皆さんのご参加をお待
ちしています。

応募方法
往復はがきの返信宛名に、住所・氏名をご記入の上、「栗さんの日」
参加希望と書いて下記住所へお送りください。
※当日、質問タイムで栗山監督に聞いてみたい質問がありましたら併

せてご記入下さい。
　〒 069-1511　北海道夕張郡栗山町中央 2 丁目 189
　北海道日本ハムファイターズを応援する栗山の会　高杉宛
　締め切り／ 12 月 5 日㈮消印

当選結果
抽選の末、当選された方には 12 月 12 日
までに入場ハガキを返信いたします。
抽選から漏れてしまった方には通知はご
ざいませんのでご了承願います。

※注意／会場は土足厳禁ですので、上履
き、下足収納袋を持参ください。

２０１４年 １ ２月 ２ １日 日

開 会

会 場

定 員

13:00 ( 開場 11:30)15:00 終了予定

栗山町スポーツセンター
全席指定　２，０００人 応募多数の場合は

抽選となります

入 場 無料　当日の入場券が必要です

栗
山
青
年
会
議
所
、
楽
力
想

造
委
員
会
委
員
の
笹
浪
和
博
で

す
。
今
年

も
残
す
と

こ
ろ
１
カ

月
と
な
り
、

１
年
を
締

め
括
る
月
に
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
栗
山
青
年
会
議
所
は
、
こ

の
12
月
を
持
ち
ま
し
て
40
歳
の

メ
ン
バ
ー
が
卒
業
を
迎
え
、
来

年
の
年
明
け
に
は
新
た
な
体
制

で
の
ス
タ
ー
ト
と
い
う
、
ま
さ

に
節
目
の
月
と
な
り
ま
す
。

か
く
言
う
私
も
今
年
で
卒
業

と
な
り
ま
す
が
、
昨
年
熱
意
あ

る
先
輩
、
そ
し
て
今
年
、
共
に

卒
業
す
る
メ
ン
バ
ー
に
誘
わ

れ
、
こ
の
栗
山
青
年
会
議
所
に

加
入
し
ま
し
た
。

サ
ケ
の
放
流
事
業
や
小
学
生

を
対
象
と
し
た
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
な
ど
、
活
動
一
つ
一
つ
は
町

に
と
っ
て
微
力
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
メ
ン
バ
ー
の
「
少
し
で

も
町
を
良
く
し
て
い
き
た
い
」

と
い
う
熱
意
は
、
町
外
か
ら
来

た
私
に
と
っ
て
、
栗
山
町
の
魅

力
を
発
見
す
る
場
で
あ
り
、
日

ご
ろ
の
生
活
に
流
さ
れ
が
ち
な

自
分
に
良
い
刺
激
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
え
る
場
と
な
り
ま

し
た
。

青
年
会
議
所
活
動
は
、
20
歳

か
ら
40
歳
ま
で
の
青
年
と
活
動

期
間
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
１
年
ご
と
に
新
た
な
理

事
長
の
も
と
、
ど
う
し
た
ら
こ

の
町
を
住
み
良
い
町
に
で
き
る

の
か
、
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
へ
何
を
伝
え
ら
れ
る
の

か
、
そ
の
こ
と
を
メ
ン
バ
ー
自

ら
考
え
議
論
し
、
そ
れ
を
一
つ

の
事
業
と
し
て
発
信
し
て
い
ま

す
。こ

の
様
な
機
会
は
、
た
だ
漫

然
と
生
活
し
て
い
て
は
決
し
て

得
ら
れ
る
も
の
で
は
無
く
、
入

会
す
る
際
に
背
中
を
押
し
て
く

れ
た
先
輩
や
メ
ン
バ
ー
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

今
年
で
卒
業
す
る
私
か
ら
で

は
あ
り
ま
す
が
、
20
歳
か
ら
40

歳
ま
で
の
青
年
の
皆
さ
ん
！
最

高
の
仲
間
た
ち
が
、
皆
さ
ん
の

入
会
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
！

こ
ん
に
ち
は
！

１２
月
は
青
年
会
議
所
の
節
目
の
月
！
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